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Publication and discontinuance of "Tatuoka Jihou" 
―Local Community Media in the 1930's Media Situation  







This paper examines a media that published by young people's association in Tatuoka village, Nagano 
prefecture, from 1930 to 1940. Similar types of media are found in Nagano Prefecture, and many of the previous 
studies have argued that it was young people's association's official newspaper. 
In this paper, it is clarified that it was not a association's official newspaper but a newspaper that reported the 
situation of the village. 
And this paper revealed that it was strongly influenced by the media situation surrounding the village and the 








号数：通し号数無し（昭和 5 年５月１日～昭和 15 年 10 月 20 日）推定発行号数 126 号 
発行期：月 1 回 







自治振興センター）によれば、「市町村制が公布されたことを受け、明治 22 年（1889 年）４月から、
駄科・時又・長野原・桐林・上川路村の五カ村が合併して」誕生し（人口 3,009 人）、「昭和 28 年（1953
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３  新聞としての「竜丘時報」 
３-１「竜丘時報」の概要 
3-1-1  発行状況 
本稿では、飯田市竜丘自治振興センターが「竜丘時報」としてアップロードしている「昭和 6 年２
月 15 日」号から「昭和 15 年 10 月 20 日」号を取り上げる。ただし、飯田市歴史研究所が指摘してい
る創刊号、1930（昭和５）年５月１日発行の創刊号については、アップロードされていないため、館
報たつおか縮刷版刊行委員会（1992）『館報たつおか縮刷版―館報にみる昭和史』に依っている。 




年 発行回数 発 行 月 日 
1930（昭和 5）年 1 ５月１日（脚注参照） 
1931（昭和 6）年 4 ２月 15日、４月 10日、６月 10日、８月 10日（脚注参照） 
1932（昭和 7）年 0 （脚注参照） 
1933（昭和 8）年 11 
１月 25日、２月 25日、３月 25日、４月 15日、５月１日、７月１日、７月 25日、
８月 25日、10月 25日、11月 15日、12月 20日 
1934（昭和 9）年 11 
１月 20日、２月 20日、３月 20日、４月 20日、５月 20日、７月 20日、 
８月 25日、９月 20日、９月 20日（特集号）、10月 20日、11月 20日 
1935（昭和 10）年 10 
１月１日、１月 31日、２月 28日、３月 25日、５月５日、７月 20日、８月 20日、
10月 21日、1１月 30日、12月 25日 
1936（昭和 11）年 7 １月 30日、２月 20日、３月 20日、４月 20日、５月 20日、７月 20日、８月 20日 
1937（昭和 12）年 5 ２月 20日、４月 15日、７月 20日、1１月 12日、1２月 12日、号外 1号あり 
1938（昭和 13）年 6 ３月 15日、４月 20日、８月 15日、10月 20日、1１月 15日、1２月 15日 
1939（昭和 14）年 9 
１月 20日、２月 20日、３月 15日、４月 15日、５月 15日、７月 15日、 
８月 15日、10月 15日、11月 15日 
1940（昭和 15）年 6 １月 15日、２月 15日、３月 15日、４月 15日、８月 20日、10月 20日 
発行の全体をみると、１年以上発行が途絶えたり、回数が少ない年があったり、農繁期のためか６









                                                        
3 「縮刷版」とアップロードされているものともに、「1931（昭和６）年 1２月 18日号」と「1932（昭和
７）年５月 25日号」は、発行回数から除外した。前者はサブタイトルと記事内容が「図書館報」であ
り、後者は発行人・発行所が異なる「竜丘組合時報」の第２号となっているからである。また、1940（昭




4 創刊号は、その後の新聞形式ではなく全 18ページの編冊形式である。 
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編輯体制をみてみよう。1931 年「昭和６年２月 15 日」号には、竜丘青年会の決算報告と予算案が
掲載されている。そこには、青年会の各部（庶務部、教育部、体育部、図書部）の決算と予算が示さ
れているが、時報編集に係る部の名称はない。 
同じく 1931 年の「昭和６年８月 10 日」号では、原稿募集の記事が掲載されている。そこには、「編
輯部」の名が記載されている。 
1933 年の「昭和８年 1 月 25 日」号にも、竜丘青年会の決算報告と予算案が掲載されている。そこ
には、庶務部、教育部、図書部、体育部と並んで、編集部が記載されている。 
その後、最終号まで原稿募集の呼びかけや発行予定日の変更通知などが編輯部の名で行われている。 
1936 年の「昭和 11 年 1 月 30 日」号の原稿募集では、村内の５区にそれぞれ 1 名の名前が原稿届先
として書かれており、同じように 1939 年「昭和 14 年 1 月 20 日」号では、５区にそれぞれ２名から４
名の名前が編輯部員として書かれている。 
さらに、1940 年「昭和 15 年 1 月 15 日」号でも、各区２名から７名の編輯部係員として挙げられて
いる。 











３-２  「竜丘時報」の３回の「発刊」 


























































3-2-2  1931（昭和６）年２月 15日の「発刊」 
創刊号から１年７ヶ月程後の 1931 年に発行された「昭和６年２月 15 日」号にも、「第一号」と表記
されており、「発刊の辞」が掲載されている。これは、第２回目の「発刊」である。 


















3-2-3  1933（昭和８）年１月 25日の「発刊」 
ついで、第３回目の「発刊」がある。1931（昭和６）年２月の第 1 号の後は、同年４月、６月、８
月と発行されたのちに中断があり、１年５ヶ月後、1933（昭和８）年に、再び第 1 号が現れる（表１
を参照）。「昭和８年１月 25 日」号には第 1 号の号数が振られ、その号の編集兼発行人である久保田に
よる「時報甦生の春を迎えて」と題された記事が第一面に掲載されている。その一部を示す。 
                                                        
5 ただし、既に示したように、1930（昭和５）年の創刊号は、新聞の形式ではなく編冊の形式である。 




































                                                        
6 「有保証新聞」については後述する。 
1931 年の「昭和６年２月 15 日」号 
図２  第２回目・第３回目の「発刊」号 
1933 年の「昭和８年１月 25 日」号 





４  「むらの新聞」であるために 




















「昭和 15年４月 15日」号の広告 
図３ 「竜丘時報」に掲載された広告の例 
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４-２  記事内容の変遷 












1号前の 1940年「昭和 15年８月 20日」号の第二面は、「蕪菜の移植栽培について」「おらがニュース」
「組合便り」「竜丘青年学校便り」「時報 原稿募集」「時又駅十五年度乗降表」「スダレのしまい方」






























５  「竜丘時報」発刊当時のメディア状況 







紙名（発行場所） 創  刊 ページ数 
信濃毎日新聞（長野市） 明治 6 年７月 朝刊 6 ページ、夕刊 4 ページ 
長野新聞（長野市） 明治 32 年３月 朝刊 4 ページ、夕刊 4 ページ 
南信新聞（飯田町） 明治 34 年 1２月 夕刊 4 ページ 
信濃時事（飯田町） 大正 4 年８月 夕刊 4 ページ 
信濃大衆新聞（飯田町） 大正 15 年２月 夕刊 4 ページ 
飯田新聞（飯田町） 大正 7 年 10 月 朝刊 2 ページ 





しかし、「竜丘時報」は、飯田で発行されていた新聞には手厳しい。1933 年の「昭和８年１月 25 日」
号で「再び時報の発行されるに際して」と題して、小林巌は次のように書いている。 
                                                        
8 『昭和６年新聞年鑑』では、「産業日日新聞」（朝刊 4ページ）が飯田町から発行されているが、昭和
３年と昭和９年の『新聞年鑑』にはその名称は見られない。 














５-２  ラジオの状況 
『ラヂオ年鑑』の 1936（昭和 11）年版によると、日本放送協会の長野放送局は、1931（昭和６）年
３月８日に放送を開始しており（18 コマ）、同じく『ラヂオ年鑑』の 1936（昭和 11）年版と 1938（昭
和 13）年版によると、長野県のラジオの加入数と普及率は、次のとおりである。 
表３ 長野県のラジオの加入数と普及率 





1935（昭和 10）年末 26168 件 7.9％ 21.4％ 6.1% 
1937（昭和 12）年末 40128 件 12.1％ 25.4％ 9.7％ 
『ラヂオ年鑑』の 1936（昭和 11）年版の 135 コマ（204 ページ）と 









92 森谷 健 
 
６  「竜丘時報」の廃刊 
6-１  廃刊の経緯 























「新体制」の言葉からは、1938（昭和 13）年の国家総動員体制や 1940（昭和 15）年の新体制運動・
大政翼賛体制やそれらによる言論統制が想起されよう（10）。 



















 政府は 1938（昭和 13）年には戦時統制の基本法規である國家総動員法を制定し統制を強化
した。新聞用紙についても使用制限品目のなかに入れて統制下に置いた。（中略） 

































































































                                                        
12 里見によれば、長野県では、昭和 13年 10月に着手し、昭和 14年４月までに無保証金日刊紙 41が廃



















の「昭和５年 5 月 1 日」号）新聞、「郷土の新聞として敬意を払い信頼して読」（1933 年「昭和８年１
月 25 日」号）まれる新聞、「村の情勢を知り、村の姿を共々に噛みしめ」（1940 年「昭和 15 年 10 月
20 日」号）るための新聞、村の「現在の吟味批判の資と」（1931 年「昭和６年２月 15 日」号）なる新
















鹿野政直（1973）『大正デモクラシーの底流 : "土俗"的精神への回帰』、日本放送出版協会 
                                                        
13 信越放送は、長野県上田小県地区の「滋野時報」の 1940（昭和 15）年廃刊をドキュメンタリーとして
番組製作し、放送している。 

























参考・引用 URL リスト 
飯田市 第 64回長野県公民館大会 全体会の記録 座談会「歴史と実戦から学び公民館の役割」 
  https://www.city.iida.lg.jp/uploaded/life/48365_106382_misc.pdf（最終閲覧：2019年 8月 26日） 
飯田市歴史研究所「村の新聞『時報』、その役割 1－昭和初期から戦前にかけて－」  
  https://www.city.iida.lg.jp/soshiki/39/p0119.html（最終閲覧：2019年 8月 26日） 
―――――「村の新聞『時報』、その役割 2」 
  https://www.city.iida.lg.jp/soshiki/39/p0120.html（最終閲覧：2019年 8月 26日） 
飯田市竜丘自治振興センター「竜丘時報」・「竜丘村公民館報」 
  http://tatsuoka.nagano.jp/kanpo_tatsuoka/（最終閲覧：2019年 8月 26日） 
―――――「竜丘地区基本構想 2014〜2030年度」 
  http://tatsuoka.nagano.jp/system/wp-content/uploads/tatsuoka_basic_plan_2014-2030.pdf（最終
98 森谷 健 
 
閲覧：2019年 8月 26日） 
信越放送「消えた村のしんぶん ～滋野村青年団と特高警察～」 
  https://sbc21.co.jp/blogwp/special/broadcast/3125（最終閲覧：2019年 8月 26日） 
新聞研究所「昭和 3年日本新聞年鑑」 
  http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1077301（最終閲覧：2019年 8月 26日） 
―――――「昭和 6年日本新聞年鑑」 
  http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1077314（最終閲覧：2019年 8月 26日） 
―――――「昭和 9年日本新聞年鑑」 
  http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1077331（最終閲覧：2019年 8月 26日） 
新聞紙法（明治 42年） 
  http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/788064/111（最終閲覧：2019年 8月 26日） 
  http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/788064/112（最終閲覧：2019年 8月 26日） 
日本放送協会「昭和 11年ラヂオ年鑑」 
  http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1223101（最終閲覧：2019年 8月 26日） 
―――――「昭和 13年ラヂオ年鑑」 




発行所 編輯兼発行人 期  間 
竜丘青年会時報編集部 中島比佐夫 1930（昭和５）年５月 1日 
龍丘青年会 中田史郎 1931（昭和 6）年２月 15日〜1931（昭和 6）年８月 10日 
龍丘青年会 久保田経男 1933（昭和 8）年１月 25日〜1934（昭和 9）年１月 20日 
竜丘青年会 原 登 1934（昭和 9）年２月 20日〜1935（昭和 10）年１月１日 
竜丘青年会 今村玄吾 1935（昭和 10）年１月 31日〜1935（昭和 10）年 12月 15日 
竜丘青年会 後藤兼義 1936（昭和 11）年１月 30日〜1936（昭和 11）年８月 20日 
竜丘青年会 高島和男 1937（昭和 12）年２月 20日〜1937（昭和 12）年 1２月 12日 
竜丘青年会 下平 進 1938（昭和 13）年３月 15日〜1938（昭和 13）年４月 20日 
竜丘青年会 前澤五雄 1938（昭和 13）年８月 15日〜1938（昭和 13）年 10月 20日 
竜丘青年会 下平 一 1938（昭和 13）年 1１月 15日 
竜丘青年会 前澤五雄 1938（昭和 13）年 1２月 15日 
竜丘青年会 沖田一郎 1939（昭和 14）年１月 20日〜1940（昭和 15）年１月 15日 
竜丘青年会 原 行雄 1940（昭和 15）年２月 15日〜1940（昭和 15）年 10月 20日 
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参考資料２ 「竜丘時報」各年度２回目の号の第一面の見出し 
昭和 6年６月 10日号 「今日から楽に」 「農業教育は老人から 新渡戸農法学博士談」 「養鶏、養豚 黄金
時代 養鶏組合連合会創立サル」 「御用意ください 今秋開催の品評会及全村慰安デ
ープラン」 「選べ総代 選ばれた総代 役員決定」 「更生セル養豚ノ活動方針」 「春
蚕状況」 「助役決定す」 「戸数割決る」 「田植初る」 「桐林軍人支部総会」 「入
営団出発」 「農会便り」 「本年度農会予算」 
昭和 8年５月１日号 「論壇 芸妓営業問題批判」 「村議戦の跡を省て」 「夜間補修学校開設論 桐林青処









「春蚕飼育注意」 「桑『姫象虫』駆除に就て」 「農作物概況」 
昭和 12年７月 20日号 「論壇 産製代議員制」 「松島皇国農民 満州だより」 「竜丘村農会青物市場開設」 
「双刄剣」（編集者エッセイ） 
昭和 13年８月 15日号 「論壇」 「銃後の護り 献金に 貯蓄報国に生きん」 「明治天皇御製」 「近代戦争
とスパイ戦」 「支那事変国債を買いましょう」 「双刄剣」（編集者エッセイ） 
昭和 14年５月 15日号 「昭和一四年臨時国勢調査 愈愈八月一日実施せらる」 「一念貫徹 更生貯金と丑の
刻祈願 牧島ぬい女の美談」 「硬化病予防駆除法」 「双刄剣」（編集者エッセイ） 
昭和 15年８月 20日号 「十月一日 全国一斉 昭和十五年国勢調査施行さる 御国の為に正しい申告」 「御






 一 東京市、大阪市及其ノ市外三里以内ノ地ニ於テハ二千円 
 二 人口七万以上ノ市又ハ区及其ノ市又ハ区外一里以内ノ地ニ於テハ千円 
 三 其ノ他ノ地方ニ於テハ五百円 
前項ノ金額ハ一箇月三回以下発行スルモノニ在リテハ其ノ半額トス 
保証金ハ命令ヲ以テ定ムル種類ノ有価証券ヲ以テ之ニ充ツルコトヲ得 
原稿受領日   2019 年９月５日 
